
◆健康だと思う人が75.1％（無回答を含む） 
（「とても健康だと思う」＋「健康な方だと思う」）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

廿日市市の健康状況 

廿日市市健康増進計画(第 2 次) 平成 25(2013)年度~平成 34(2022)年度 

健康はつかいち２１ 
キャッチフレーズ ハツラツ！はつかいち 

中間評価報告書 

◆健康寿命（平成 25（2013）年推定値 日常生活動作が自立している期間の平均）は県内の市町では上位です。 
 
 

＊国が基準としている健康寿命は、「国民生活基礎調査」の回答を用いる主観的デ

ータであり、「日常生活に制限のない期間の平均」です。本市の健康寿命は介護

保険の要介護認定者数を用いて算出する「日常生活動作が自立している期間の

平均」であるため、国の値と異なります。 

男性 79.95 年（県内市町第 2 位）    女性 84.46 年（県内市町第 3 位） 

※95％信頼区間：男性 79.37～80.53 歳、女性が 84.01～84.92 歳 

◆主な死因は、がん、心疾患、脳血管疾
患といった生活習慣病が 51.6％ 

 

平成 30（2018）年 3 月  廿日市市 
お問合わせ              〒738-8512 広島県廿日市市新宮一丁目 13 番 1 号 

廿日市市 福祉保健部 健康推進課   廿日市市保健センター（あいプラザ内） 
電話 0829-20-1610 Fax 0829-20-1611 

 
「健康はつかいち２１」の 

中間評価を行いました！ 

とても健康だと
思う 7.2％ 

健康な方だと 
思う 67.9％ 

健康ではない 
5.5％ 

無回答 
1.3％ 

あまり健康
ではない 
18.0％ 

平成 29（2017）年度 
市民アンケート調査 

がん 
25.1％ 

肺炎 
9.6％ 

脳血管
疾患 
9.8％ 

その他 
38.8％ 

心疾患 
16.7％ 

平成 27（2015)年 
人口動態統計 

n=761 



 

 

 

 

 

 

 

 

１．規則正しい生活習慣を続けるために                           
≪① 健康づくりの普及≫ 

目標指標（抜粋） ベースライン値 中間実績値 評価 目標 

自分を健康だと感じている人を増やす 全市民 70.3％ 76.1％ A 現状維持 

健康寿命（日常生活動作が自立している期
間の平均）を延ばす 

男性 80.03 年 平成 

22 年 

79.95 年 平成 

25 年 
C 

延伸 

女性 84.57 年 84.46 年 延伸 

今後の 
主な 
取組 

 ライフステージに応じて関係機関、庁内関係課と連携し、健康はつかいち２１に関連する事業につ

いて普及啓発に取り組みます。 

 計画を推進するため、食の健康づくり委員会、運動・身体活動委員会、こころの健康づくり委員会、

禁煙対策委員会、歯と口の健康づくり委員会を中心に、分野別の啓発事業に取り組みます。 

≪② 栄養・食生活≫ 
目標指標（抜粋） ベースライン値 中間実績値 評価 目標 

野菜やきのこ、海藻類を使った料理を１日に
小鉢に５皿から６皿程度は食べる人を増や
す（週５日以上の人） 

成人 31.6％ 32.7％ － 
現状より 
増やす 

塩分を控える人を増やす（週５日以上の人） 成人 41.1％ 36.5％ D 60％以上 

今後の 
主な 
取組 

 栄養バランスや朝食の摂取、塩分を控えるについて、第２次廿日市市食育推進計画と連動させ、地

域、関係機関、庁内関係課と連携し、啓発事業に取り組みます。 

≪③ 運動・身体活動≫ 

目標指標（抜粋） ベースライン値 中間実績値 評価 目標 

運動習慣のある人を増やす（１回 30 分以上
の運動を週２日以上行っている人） 

男性 42.1％ 40.4％ D 60％以上 

女性 31.3％ 28.5％ D 50％以上 

ロコモティブシンドローム（運動器症候群）を
知っている人を増やす 

成人 18.2％ 30.1％ B 80％以上 

今後の 
主な 
取組 

 ウオーキングを促進する取組を継続します。 

 地域、関係機関、庁内関係課と連携し、運動を始めるきっかけの機会や場づくりに取り組みます。 

 地域、関係機関、庁内関係課が行う集いや事業の中で、ロコモティブシンドロームやフレイル、生

活不活発病の予防について普及啓発を行います。 

≪④ 休養・こころの健康づくり≫ 
目標指標（抜粋） ベースライン値 中間実績値 評価 目標 

自分なりのストレス解消方法を見つけ、自己
管理のできる人を増やす 

成人 66.1％ 66.5％ Ｃ 75％以上 

今後の 
主な 
取組 

 地域、関係機関、庁内関係課と連携し、こころの健康や睡眠の重要性、ストレスの解消方法等につ

いて、本人の行動に改善を促す啓発を行うとともに、周囲が気づき、対応するための啓発に取り組

みます。 
  

中間評価と今後の取組 

平成 24（2012）年度に設定した“健康はつかいち 21”の目標の中間評価を

行いました。 

〔達成状況〕  ＊ベースライン値：平成 24（2012）年度 中間実績値：平成 29（2017）年度 

A：目標値に達した    B：目標値に達していないが改善傾向にある   C：変わらない 

D：悪化している      Ｅ：把握方法が異なるため評価が困難 

※市民アンケート調査による実績値は無回答を除いています。 

※アンケート結果による指標の達成状況については、ベースライン値の±1％までは「Ｃ 変わらない」

としています。 



≪⑤ 喫煙≫ 
目標指標（抜粋） ベースライン値 中間実績値 評価 目標 

常時たばこを吸う成人を減らす 男性 24.5％ 20.6％ B 16％以下 

自分以外の人が吸って
いたたばこの煙を吸う機
会（受動喫煙）を有する
者の割合を減らす 

毎日 家庭 

成人 

－ 8.2％ － 3％ 

月１回 
以上 

職場 － 27.7％ － 0％ 

飲食店 － 37.4％ － 15％ 

今後の 
主な 
取組 

 禁煙治療ができる医療機関や支援方法について啓発します。 

 多くの市民が利用する場所において受動喫煙防止を啓発します。 

≪⑥ 飲酒≫ 
目標指標（抜粋） ベースライン値 中間実績値 評価 目標 

多量飲酒者の割合を減らす 男性 8.3％ 8.9％ Ｃ 減らす 

自分にとって適度な飲酒量を正しく認識して
いる人を増やす 

成人 82.8％ 80.6％ D 増やす 

今後の 
主な 
取組 

 適度な飲酒量を認識している人の割合を増やすため、こころの健康づくりと連動し、普及啓発に取

り組みます。 

≪⑦ 歯と口の健康≫ 
目標指標（抜粋） ベースライン値 中間実績値 評価 目標 

歯周疾患のある人を減らす 40 歳代 25.9％ 34.1％ D 25％以下 

歯間ブラシやデンタルフロスを使用する人を
増やす 

成人 40.6％ 43.4％ B 45％以上 

今後の 
主な 
取組 

 歯周疾患のある人を減らすため、節目歯科健診（40 歳、50 歳、60 歳、70 歳）を機会に歯科健

診を受けるよう、地域、関係機関、庁内関係課と連携し、普及啓発を行います。 

２．生活習慣病を予防・改善するために                           
≪① 生活習慣病の予防及び重症化予防≫ 

目標指標（抜粋） ベースライン値 中間実績値 評価 目標 

特定健康診査の受診率を上げる 廿日市市国保 17.5％ 
法定報告 

平成 
23 年度 

38.4％ 
法定報告 

平成 
28 年度 B 60％ 

今後の 
主な 
取組 

 第３期廿日市市国民健康保険特定健康診査等実施計画や第２期廿日市市国民健康保険データヘル

ス計画等に基づき、市民が特定健康診査等を受診しやすい環境づくりを推進します。 

≪② がん検診の実施とがん予防≫ 
目標指標（抜粋） ベースライン値 中間実績値 評価 目標 

がん検診を受けている人の割合を増やす 

胃がん 29.7％ 32.6％ － 

50％以上 

肺がん 23.6％ 24.6％ － 

大腸がん 27.6％ 33.1％ － 

子宮頸がん 31.7％ 35.8％ － 

乳がん 30.2％ 34.5％ － 

今後の 
主な 
取組 

 がん検診について、市民が受診しやすい環境づくりを推進します。 

３．寝たきりを予防するために                               
≪介護予防・認知症予防≫ 

目標指標（抜粋） ベースライン値 中間実績値 評価 目標 

要介護状態の高齢者の割合を減らす 
（要支援・要介護認定率） 

65 歳以上の 
市民 

16.8％ 
平成 

23 年 
17.3％ 

平成 

29 年 
A 

国の平均を 
超えない 

今後の 
主な 
取組 

 地域、関係機関、庁内関係課が行う集いや事業の中で、ロコモティブシンドロ

ームやフレイル、生活不活発病の予防について普及啓発を行います。（再掲） 

 地域における住民主体の健康づくり活動、介護予防活動を促進します。 
  



 

 

 

 

〔図：健康はつかいち２１推進体制〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
食の健康づくり委員会（栄養・食生活） 

こころの健康づくり委員会（休養・こころの健康） 

歯と口の健康づくり委員会（歯と口の健康） 

禁煙対策委員会（喫煙） 

運動・身体活動推進委員会（運動・身体活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
事務局  健康推進課 

佐伯支所市民福祉グループ 

吉和支所市民福祉グループ 

大野支所健康福祉グループ 

宮島支所市民福祉グループ 

（関係課） 

子育て応援室、こども課、障害福祉課、 

高齢介護課、地域包括支援センター、福祉総務課、 

学校教育課、生涯学習課、廿日市学校給食センター、 

農林水産課、地域政策課、等 

 
 

 
廿日市市食生活改善推進員連絡協議会  

広島県西部保健所管内地域活動栄養士会 

町内会連合会 

老人クラブ連合会 

コミュニティ推進団体 

佐伯地区医師会 

佐伯歯科医師会廿日市市支部 

廿日市市薬剤師会 

広島県看護協会廿日市支部 

広島県歯科衛生士会廿日市地区会 

商工会議所（廿日市） 

商工会（佐伯）商工会（大野）商工会（宮島） 

小中学校保健会 

日本赤十字広島看護大学 

民生委員児童委員連絡協議会 

女性会 

公衆衛生推進協議会 

廿日市市社会福祉協議会 

健康づくり推進員（佐伯） 

健康づくり応援団 

ウオーキングリーダー会 

スポーツ推進員 

母子保健推進員（ママフレンド） 

佐伯中央農業協同組合 
 

計画の推進体制 

健康はつかいち２１推進協議会 

地 域 

廿日市 
地域 

佐伯 
地域 

宮島 
地域 

吉和 
地域 

大野 
地域 

専
門
部
会 

廿日市 

地域会 

佐伯 

地域会 

大野 

地域会 

宮島 

地域会 

地域会 

吉和 

地域会 

・健だまっこ部会 

・若返り部会 

・かえる部会 

・３食（色）食べよう部会 

・

・高齢者の健康づくり推進部会 

・運動と健康づくり推進部会 

・健康なまちづくり推進部会 

・栄養と食生活部会 

・身体活動と運動部会 

健康はつかいち２１推進部会 

関係団体・機関等（掲載順ー順不同） 

連携 

連携 

課題領域別委員会 

《市内の健康まつり》 
 

歯のなんでも相談日 

あいプラザまつり 

健康を守る集い 

ハーモニーフェスタ 

健康チェックデー 

すこやかプラザまつり 

計画で定めた目標の達成に向け、健康はつかいち 21 推進協議会や各委員会、各部会において、PDCA

に基づいて取組を推進するとともに評価、見直しを行います。 


